
松山市の温室効果ガス排出状況 （2022（令和４）年度 暫定値）

➢ 本市の年間の温室効果ガス排出量は基準年度である2013年度以降、減少傾向が続いており、2022年度は最も低
い値となりました。

➢ 2022年度の温室効果ガス排出量は、前年度と比べて、産業部門や業務その他部門、家庭部門の減少率が高くなっ
ています。

➢ 部門別の割合では、松山市は全国と比較して、業務その他・家庭・運輸部門の割合が高くなっています。

2022年度の温室効果ガス排出量 348万t-CO2
✓ 基準年度（2013年度）比で35.0％減少

✓ 前年度（2021年度）比で11.8％減少

令和７年３月

●温室効果ガス排出量の概要●
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■ 部門別の割合と全国との比較（2022年度）
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温室効果ガス排出量の詳細

（単位：t-CO2）



産業部門（製造業、建設業、鉱業、農林水産業） 91.2万t-CO2

✓ 基準年度（2013年度）比：71.7万t-CO2（44.0％）減少

✓ 前年度（2021年度）比： 12.1万t-CO2（11.7％）減少

業務その他部門（オフィス、店舗等） 66.7万t-CO2

✓ 基準年度（2013年度）比：56.6万t-CO2（45.9％）減少

✓ 前年度（2021年度）比： 20.6万t-CO2（23.6％）減少

➢ 基準年度からの主な変動要因：

➢ 前年度からの主な変動要因：

・電力のCO2排出原単位（電力消費量当たりのCO2排出量）の改善

・電力のCO2排出原単位の改善、製造業におけるエネルギー消費量の減少 等

・製造業におけるエネルギー消費量の減少 等

➢ 基準年度からの主な変動要因：

➢ 前年度からの主な変動要因：

・電力のCO2排出原単位（電力消費量当たりのCO2排出量）の改善

・電力のCO2排出原単位の改善、電力消費量の減少 等

・省エネの進展等によるエネルギー消費量の減少 等

部門別排出量の動向



✓ 基準年度（2013年度）比：49.5万t-CO2（45.4％）減少

✓ 前年度（2021年度）比： 8.9万t-CO2（13.0％）減少

➢ 基準年度からの主な変動要因：

➢ 前年度からの主な変動要因：

・電力のCO2排出原単位（電力消費量当たりのCO2排出量）の改善

・冬季が2021年度より暖かく、暖房等の需要が減少したことによるエネルギー
消費量の減少

・省エネの進展等によるエネルギー消費量の減少 等

運輸部門（自動車、鉄道、船舶） 105.2万t-CO2

✓ 基準年度（2013年度）比：6.0万t-CO2（6.1％）増加

✓ 前年度（2021年度）比： 2.1万t-CO2（2.0％）減少

➢ 基準年度からの主な変動要因：

➢ 前年度からの主な変動要因：

・自動車の保有台数が増えたことによるエネルギー消費量の増加 等

・自動車のCO2排出原単位（走行距離当たりのCO2排出量）の改善

部門別排出量の動向

家庭部門 59.6万t-CO2

・電力のCO2排出原単位の改善



非エネその他部門（燃料の燃焼、廃棄物、農業、代替フロン等） 25.7万t-CO2

✓ 基準年度（2013年度）比：15.5万t-CO2（37.7％）減少

✓ 前年度（2021年度）比： 3万t-CO2（10.5％）減少

➢ 基準年度からの主な変動要因：

➢ 前年度からの主な変動要因：

・農業分野での家畜頭数（牛、豚など）の減少 等

部門別排出量の動向

・生活排水等の排水処理量の減少 等
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